
「ふるさと思う中野中」

私たちが考え作成しました！

学校のひろば  vol.８ 中野中学校
このページでは、市内中学校の生徒たちが日ごろの学習の中で見つけた、自分が住む地
域の宝や魅力を紹介します。生徒が自分たちで文章を考えまとめました。

私たちの先生を紹介

　勉強や部活動、学校行事などを通して、
生徒たちとともに成長したいと思い、教師
を目指しました。
　これからも中野中の生徒たちとともに何
事にも全力で取り組んでいきます！

喜多　裕也 先生
きた　　　  ゆうや

▼担当科目　社会

▼部活動　ソフトテニス部

※このページは令和３年度「平戸市子ども議会Ver.２」で、「広報ひらど」を通して地域の魅力を伝えたいという子ども議員の提案で始まりました。

　７月14日、鄭成功廟で鄭成功生誕祭が行われ
ました。今年も神事のみの開催となりましたが、
台北駐福岡経済文化弁事処の陳銘俊処長も出席
し、川内町生まれの英雄である鄭成功の偉業を
偲びました。
　午後からは、陳処長や台北駐福岡経済文化弁
事処の洪臨梂部長、松田副市長、松永教育長が
中野小学校を訪問し、平戸市と友好交流を行っ
ている台南市政府（黄偉哲市長）から寄贈された
台湾の特産品であるマンゴーを一緒に食べ、交
流しました。児童らは「やわらかくて、甘くてお
いしい」と嬉しそうに味わっていました。
　陳処長は児童に「平戸と台湾の子ども大使に
なってほしい。大きくなったらぜひ台湾に来て
ほしい」と話しました。マンゴーは中野小学校の
ほか中野中学校、中野愛児園にも提供されまし
た。
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消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　29,462人（－45人）

■男　性　13,964人（－22人）

■女　性　15,498人（－23人）

■世帯数　13,809戸（－ ８戸）

■平戸地区   16,980人 （ｰ 20人）
　 北部地区　  10,079人　（ｰ 13人）         
　  中部地区　    3,308人　（ｰ   １人）
　  南部地区　    3,593人　（ｰ   ６人）

■生月地区     4,855人 （ｰ  24人）
■田平地区　 6,665人 （ｰ   ２人）
■大島地区　     962人 （+   １人）

令和４年７月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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中野中学校生徒会役員の皆さん

ジャンガラで使われる笛を作製。講師の皆さんと記念撮影

ジャンガラ教室では笛を練習 地域の伝統を学ぶ「ふるさと講演会」

◯先人から聞き、新たな魅力を発見
　中野中学校では、地域の伝統をより深く知るた
めに毎年ふるさと教育講演会を行っています。今
年は平戸市役所文化交流課の塩塚浩一さんを講
師に招き、地域ごとにジャンガラの種類が違うこ
となどについて教えてもらいました。
　毎年地域学習を行っていますが、その度に知ら
なかったことに出会い、地域についてより深く考
えるきっかけになっています。
◯地域の伝統を受け継ぐために
　平戸の良さを次の世代に引き継ぐ実践力を磨く
ため、中野地区に伝わるジャンガラについて学ん
でいます。昨年度は花笠づくり、今年度は笛づく
りを体験しました。実際に自分たちで作ることで、
材質や仕組みなどを知ることができました。
　このような体験活動を通じて、地域の伝統をよ
り深く理解し、次の世代に受け継いでいくきっか
けになればと思います。

伝統を次の世代へ


